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　今年度、同じ学年を担当している初任者の先生に年賀状をもらい
嬉しく読ませていただきました。そこには、

城ヶ崎先生のおかげで少しずつではありますが、子どもたちの
行動や考え方を理解できるようになったと思います。先生に教
えていただくことは必ず「当たる」ので…。

　と、記されていました。
 「当たる」というのは、「うまくいった」ということのようです。
私は、普段から「きっとうまくいくから、教えた通りに対応してご
らんよ」と言って、先生にアドバイスをしていました。その言葉を
信じて、ねばり強く取り組んでくれた結果が、「当たり」だったの
でしょう。
　私は、初任者の先生に限らず、同僚の先生たちからも、「子ども
の問題行動についてどう対応したらよいのか」と、相談される機会
が多くあります。一通りアドバイスしたあとに、一人の若い先生に、

「ところで、何でいつも私に相談するの？」と聞いてみたことがあ
ります。
　すると、「城ヶ﨑先生に教わった通りにやってみると、うまくい
くんです。子どもたちが動くようになるんですよね」という答えが
返ってきました。
　その言葉を素直に受け取り、私の実践が少しでも役に立つのであ
ればと思い、自分の実践を本書にまとめてみることにしました。
　また、拙著『クラスがみるみる落ち着く教師のすごい指導法！』
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を発刊した際に、色々な先生からご好評をいただいたのですが、そ
のなかでも「子どもとぶつからない、受け入れていくという視点に
共感しました」という声を多くいただいたことを受け、本書の内容
は、より具体的にそのノウハウをまとめています。

　さて、クラスが荒れて困っている、悩んでいるという先生が年々
多くなっているように感じます。実は、数年前まで私も同じように
悩んでいた教師の一人でした。
 「こんなに熱意をもって指導しているのに、何で子どもたちはわか
ってくれないんだろう…」
　と、毎日が嫌になり、教師である私が不登校になりかけた経験も
あるくらいです。
　しかし、ある時に、クラスの荒れの原因を子どもだけに求め、彼
らばかりに変容を求めている自分に気付かされる経験をしました。
この経験が私の考え方を変え、担任するクラスも変えていきました。
 「精一杯やっている」と自負していた私の指導方法が、実は子ども
たちに合っていなかったのかもしれない、ということに気付かされ
たのです。

　それからは、まず、教師である自分自身を変えることが先決だと
考え、それに徹することにしました。
　子どもの「わがまま」に対し、語気を荒げて遠慮なく叱っていた
指導をやめて、「わがまま」を受け入れてみることにしてみたのです。
一歩引いて冷静に対応する姿勢をとることにしました。
　例えば、いつもなら、「口答えをするな！」と叱っていた子ども
の「口答え」を「言い分」として聞いてみることにしたのです。
　子どもは自分なりの「言い分」を持っているので、必死になって
それを主張してきます。それを十分に聞いてあげた上で、「そっかぁ、
じゃあどうすればよかったかな？」というように問うと、子どもは

自ら「○○はいけなかった」、「○○すればよかった」という反省の
言葉を素直に述べ始めました。

　するとどうでしょう？　これまで何度叱って、注意し続けても改
まらなかった行動が、その日を境にピタリとやんだのです。これに
は、本当に驚きました。
 「やっぱり、教師である自分自身が変わる必要があったのだ」と実
感したのです。
　教師が穏やかに対応することが子どもの素直さを呼び、子どもの
素直さが教師の冷静な指導につながっていくのだと知りました。
　それからというもの、日々、指導の試行錯誤に努めてきました。
 「荒れているクラス」を途中から担任した時にも、自分の従来のや
り方を封印して、「ぶつからない」「戦わない」という指導を心がけ
ました。そのおかげで、「普通のクラス」となり、無事卒業させる
ことができました。

　本書は、このような経験の元に培ってきた私なりの指導の原則＝
子どもと「ぶつからない」「戦わない」指導法を紹介しています。
　本書を手にしてくださっている先生が、もし、子どもたちと「ぶ
つかっていたかもしれない」と感じていたり、これまでの自身の指
導法に行き詰まりを感じているならば、先生のやり方を一度横に置
いて、本書の指導法をぜひ試してみてください。
　きっと、先生に対する子どもたちの反応が変わり、やがて落ち着
いたクラスに変わってくることと思います。
　本書が多くの先生方の「当たり」となることを願っています。

　2015年 春
城ヶ﨑 滋雄
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原因を自分自身に見い出す視点を持つことをきっかけに、子
どもに対する見方や指導法が大きく変わっていきます。｢で
は、私はどうすればよいのか｣ と、前向きな試行錯誤ができ
るようになるのです。

子どもをきつく指導した際に後悔したことはあり
ませんか？　｢子どものため｣ に叱っているはず
なのになぜでしょう？

苦しい自分を
見つめ直す

◆叱った後に虚しくなる毎日
　先生の日々は忙しく、ストレスは相当なものです。子どもの言動
が改まらず、イライラすることも多いと思います。そして、子ども
を叱った後に、モヤモヤと ｢いやぁな気持ち｣ になった経験も少な
くないでしょう。私は、ずっとそんな毎日でした。
　例えば、もうすぐ授業参観が始まるという時に限って、喧嘩が始
まったりします。｢よりによってこんな忙しい時に何で喧嘩なんか
するんだ！｣ という憤りが爆発し、子どもたちを叱り飛ばしてしま
います。そして放課後、誰もいない教室で、｢あの時は、あんな叱
り方をしなくてもよかったのではないか｣ と反省したり、虚しくな
ったりしたことは、一度や二度ではありません。

◆ベクトルを自分自身に向けてみる
　そのような毎日のなかで、ふとした時に、｢子どもを良くしよう
と指導しているはずなのに、なぜこんなに後味が悪いのだろう｣ と
思ったことがありました。そして、ある時に、その ｢なぜ？｣ とい
うことをとことん突き詰めて考えてみたのです。
　まず、叱っている自分の姿を思い浮かべてみました。鬼の形相で
す。声高で早口。子どもに詰め寄り、間違いを厳しく指摘していま

す。正論を振りかざし、高圧的に ｢毎回、毎回、何でそんなことば
かりするんだ！｣ と憤り、冷静さを失っています。
　そのように振り返った時、｢これでは、子どものためというより、
自分の腹立たしさを解消するために、叱っているようなものだ…｣
と、とても恥ずかしくなりました。｢子どものダメさ｣ にばかり向
いていたベクトルが、初めて自分自身の方に向いたのです。
　こうした自問自答によって、ネガティブな気持ちでいっぱいにな
っていた自分の心に、少しだけスペースができるのを感じました。
そして、この心のスペースが、子どもと ｢ぶつからない指導法｣ と
いう発想へと私を導いてくれたのです。
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先生のクラスの子どもたちは、こわばった表情をしていませ
んか？　ちゃんとしている子たちの存在に気が付き、気持ち
が楽になってくると、先生の表情は明るさを取り戻し、子ど
もたちの表情も次第に和やかになっていきます。

態度の悪い子どもがいると、その子が気になって
しかたがありません。そうなると、｢ちゃんとし
ている子｣ が見えなくなってしまいます。

｢今はしかたがない｣と
視点を変えてみる

3

◆ ｢どうにもならないこと｣ にとらわれない
　多くの先生は「ちゃんとしている子」よりも、「態度の悪い子」
の方が気になりがちです。しかし、子どもの問題行動に目をうばわ
れ、叱ってばかりいると、「ちゃんとしている子」までが叱られた
ような気分となり、クラス全体の雰囲気が暗くなっていきます。
　そこで、一度、子どもの悪い態度は、｢しかたがない｣ とあきら
めてみましょう。意識的に気にしないようにするのです。
　人は自分の思い通りには動かないものです。しかし、多くの先生
は、無意識に何とかして子どもを自分の思い通りに動かしたい、と
思っています。この ｢あきらめる｣ とは、｢どうにもならないこと｣
にこだわりすぎていた自分に気付くきっかけとなるのです。

◆「いいところ探し」で心が楽になる
　態度の悪い子どもについては、｢今はしかたがないことだ｣ と受
け入れます。そして、視野をクラス全体に広げてみてください。
　そこには、必ず ｢ちゃんとしている子ども｣ がいるはずです。今
まで気付かなかった ｢ちゃんとしている子ども｣ が「ここにもいる、
あそこにもいるじゃないか」ということに気付くはずです。
　このように、｢どうにもならないこと｣ へのこだわりを捨ててみ

ると、クラスの中の良いところに目を向けられるようになります。
　実際に試してみるとわかるのですが、子どもの良さがどんどん目
に入ってくるようになります。なぜなら、先生の視点が、「他にも
子どもたちができている点、もっと良い点があるんじゃないか」と
いうものに切り替わるからです。
　クラスの「いいところ探し」を意図的に行ってみましょう。例え
ば、「今、ポケットにハンカチが入っている人」といったことでも
よいのです。必ず子どもたちから、「ハイ！」「ハイ！」と声があが
るはずです。「ちゃんとしている子」の存在を確認できると、先生
の心は楽になっていきます。




